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Ⅱ. 分担研究報告書 研究 1-3 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

 

特定行為研修修了者の配置と活用に影響する要因についての管理者の認識に関する研究 

 

研究代表者 酒井 郁子 （千葉大学 教授） 

研究協力者 小松 亮  （千葉大学 博士後期課程） 

研究協力者 佐伯 昌俊 （千葉大学 助教） 

研究協力者 西宮 岳  （千葉大学 特命助教） 

 

研究要旨 

特定研修修了者を組織で複数配置への影響要因を明らかにすることを目的として、現在、修了

者を複数配置している組織の施設管理者、および看護管理者を対象にインタビュー調査を行っ

た。インタビューの対象者は、全国web調査で研究協力可能と回答した者であり、施設管理者8

名、看護管理者11名である。 

インタビューはオンラインで実施し、インタビューデータから逐語録を作成し、組織における

修了者の複数配置に関する影響要因に焦点を当てて質的記述的に分析を行った。 

分析の結果、修了者の複数配置への影響要因として43のサブカテゴリー、8つのカテゴリーが

生成された。特定行為研修修了者を組織に複数配置するための土台を示すカテゴリーとして、

【特定行為研修修了者の活躍への期待】【組織のニーズに対する特定行為研修修了者活用の必要

性】【特定行為研修制度及び修了者に対する理解】がある。これらは組織のニーズを見極め、修

了者を活用することで期待される効果を検討する必要性を示しているといえる。そして、修了者

を複数配置するための土台を築いたうえで、修了者の導入から活用のいかなるプロセスにおいて

も影響する要因として【特定行為研修修了者の活動を周知】がある。周知の対象は多職種のステ

ークホルダーや看護管理者、病院スタッフ、患者など多岐にわたり、対象に応じた周知の必要性

が示唆された。 

特定行為研修修了者を実際に組織で活用するためには、【組織の機能に応じて特定行為研修修

了者を配置する構想】が必要である。配置構想には、修了者を全病棟への配置や特定の機能を有

する病棟への配置、また組織横断的な活用などが含まれていた。そして、修了者をより効果的に

活用するために特定行為を実践するための勤務調整など【特定行為研修修了者の配置を組織で最

適化するための方策】が挙げられた。 

特定行為研修修了者を継続的に育成し、組織に配置していくためには、【特定行為研修修了者

を活用することによる効果を実感】すること、すなわち、医師とのコミュニケーションの円滑化

や患者へのタイムリーできめ細かなケアの提供を実感することが有効である可能性がある。さら
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に、修了後のフォロー体制や待遇の整備といった【特定行為研修修了者を活用するための環境整

備】が欠かせない。 

これらの結果から、組織で修了者を複数配置するための影響要因を明らかにすることができ

た。これらは、今後増えることが予測される修了者の組織での効果的な配置と活用を考える際に

貴重な資料となる。また、修了者の活用には組織でのニーズを見極めたうえで、修了者の配置構

想を描き、修了者を受け入れる土台を整える必要性が示された。修了者が高度実践看護師とし

て、患者の包括的マネジメントに力を最大限発揮できるような方策が求められる。 

A. 研究目的 

 地域包括ケアシステムの推進に寄与し、質

の高い安全な医療を提供するため、特定行為

研修制度が施行されて 5 年が経過した。この

間、指定研修機関数は 270 を超え、令和 2 年

10 月現在、2,887 名の看護師がこの研修制度

を修了している。そして今後、修了者はさらに

増加にすることが予測されている。 

 現在、修了者の多くは組織内において少人

数で活動しているが、修了者の増加と共に組

織での修了者の複数人の活用が課題となると

考えられる。医師-看護師間のタスクシフトや

多様化する患者ニーズへ対応するためには組

織で修了者をより効果的に配置し活用する必

要がある。そのため、修了者の活動内容や組織

における活用の実態を明らかにすること、と

りわけ組織で複数の修了者を活用することに

関する課題を明確にし、解決への具体的な方

策を提案する必要がある。しかしながら、これ

まで複数の修了者を活用することに焦点を当

てた研究は行われていない。 

 そこで本研究は、分担研究 1 で実施された

全国 web 調査の回答をもとに「特定行為研修

の貴院の取り組み」についてインタビューす

ることにより、組織が修了者を複数配置し活

用するための影響要因を明らかにすることを

目的とした。 

 

B. 研究方法 

1. 研究デザイン 

 半構造化面接法を用いた質的記述的研究 

 

2. 調査対象者 

 研究対象者は、全国 web 調査の質問項目の

一つ「特定行為研修の貴院の取り組み」につい

てインタビューへの対応が可能であると回答

した施設管理者 49 施設および看護管理者 64

名より質問紙への回答内容を基準として対象

者の絞り込みを行った。 

 施設管理者については、「修了者がいる」「今

後も修了者を増員していきたい」「修了者を十

分に活用されていると思う」と回答した 28名

と「修了者がいる」が「修了者は十分に活用さ

れていると思わない」と回答した 5 名をイン

タビュー対象者とした。 

 看護管理者については、「修了者が複数人い

る」「看護単位に複数人配置している」と回答

した 18名、看護単位の複数配置に関わらず組

織全体で修了者人数が 7 名以上（第 3 四分位

以上）の看護管理者 4名、および「今後増やす

予定がない」と回答した 3 名をインタビュー

の対象者とした。 
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3. データ収集方法 

 研究協力に同意の得られた施設管理者およ

び看護管理者を対象に半構造化面接法を用い

て個別にインタビューを実施した。インタビ

ューは 2021 年 3月中に実施した。 

 施設管理者に対してのインタビュー内容に

ついて、今後修了者を増員していく予定と回

答した施設管理者には、修了者の増員および

複数配置についての目的やビジョン、修了者

の活動実態や活躍の効果、修了者への期待や

課題など、複数配置への促進要因を尋ねた。一

方、増員予定がないと回答した施設管理者に

は、修了者の活動実態や課題や問題点など修

了者の複数配置への阻害要因を尋ねた。 

 看護管理者へのインタビュー内容について、

複数配置し増員予定と回答した看護管理者に

は、修了者の配置の目的、活動実態や実感して

いる効果、特定行為を実践するための環境整

備や周知方法、修了者への期待や課題など複

数配置への促進要因を尋ねた。一方、増員予定

がないと回答した看護管理者には、増員しな

い理由や修了者の活動の実態、修了者への期

待や複数雇用への課題など、複数配置への阻

害要因を尋ねた。 

 インタビューはインタビューガイドに沿っ

て行い、所要時間は 20 分程度とした。インタ

ビューはオンラインアプリ Zoom®を用いて実

施し、対象者の同意を得たうえで録画した。 

 

4. 分析 

 オンラインアプリ Zoom ®の音声データを文

字に起こし、逐語録を作成した。語りの意味が

取れる文章を分析単位として、組織における

修了者の複数配置に関する影響要因に焦点を

当ててコーディングを行った。次にコーディ

ングされた共通の発言内容を分類し、サブカ

テゴリーを作成した。サブカテゴリーの類似

点に応じてカテゴリーとして集約し、修了者

の複数配置に関する影響要因を検討した。 

 コーディングからカテゴリーを作成するプ

ロセスは 3 名の研究者が担当した。分析のプ

ロセスでは、定期的に質的研究の経験を有す

る研究者によるスーパーバイズを受けるとと

もに、分析担当者間でコーディングやカテゴ

リーについてディスカッションを行うことで

分析結果を精錬した。 

 

（倫理的配慮） 

 本研究は千葉大学の倫理審査委員会の承認

（承認番号 R2-29）を受けて実施した。また、

全国調査の質問用紙でインタビューに対応可

能と回答した対象者であっても、インタビュ

ー依頼時に希望日時を聞くなどの参加への自

由意思を尊重し、録音に関する事前通知を行

い、データの秘匿性についても配慮した。 

 

C. 研究結果 

１．対象者の属性 

 インタビューに応じた施設管理者は 8 名、

看護管理者は 13名であった（表１）。修了者の

複数配置の促進に関する質問の対象となった

施設管理者は 8名であり、看護管理者は 11名

であった。複数配置の阻害要因の質問の対象

となった施設管理者はおらず看護管理者は２

名であった。 

 

２．組織における修了者の複数配置への影響要
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因 

 インタビューデータから生成された 179 の

コードを類似内容で集約し、43 のサブカテゴ

リーが生成された。さらに、サブカテゴリーご

との修了者の複数配置への影響要因を比較し

ながら類型化し、最終的に 8 つのカテゴリー

が生成された。以下、カテゴリーを【 】、サブ

カテゴリーを＜＞で示す（資料 2）。 

 

２．１【特定行為研修修了者の活動を周知】 

 院内の看護職や医師を含む職員、および患者

に対して特定行為研修修了者の活動を周知す

る内容が抽出された。サブカテゴリーは４つ＜

特定行為研修修了者の活動状況を多職種のス

テークホルダーに周知＞＜特定行為研修修了

者の活動状況を看護師長やスタッフ看護師に

周知＞＜特定行為研修修了者の活動を患者を

含む院内にいる人全員に周知＞＜特定行為研

修修了者の活用を病院の方針として病院スタ

ッフに周知＞である。以下に具体的な語りを示

す。 

「全体の会議とかそういうことで病院の方針

として育成するっていうことを、アナウンスち

ゃんとして理解を求めるっていうことも大事

なのかなというふうに思います・・・（看護管

理者O012）」 

「院内の周知活動ということでポスターとか、

あとユニフォームをオレンジ色のユニフォー

ムにして特定看護師っていうふうに印字した

りとか、・・・入院患者さんの入院のしおりの

中に・・・ご案内を入れたりとかはしてます（看

護管理者H003）」」 

 

２．２ 【組織における特定行為研修修了者の

活躍への期待】 

 特定行為研修修了者に対するスタッフ看護

職への教育効果や看護職としての役割拡大へ

の期待を示す内容が抽出された。サブカテゴリ

ーは5つあり、＜スタッフ看護師への教育効果

に関する組織からの期待＞＜スタッフ看護師

の身近なロールモデルとなることへの組織か

らの期待＞＜看護師が専門性の高い職種とし

て役割拡大することに関する組織からの期待

＞＜看護師が専門性の高い職種として成長す

ることに関する組織からの期待＞＜ 特定行為

研修修了者を活用した時の有効性に関する医

師の関心＞である。以下に具体的な語りを示す。 

「・・・特定行為の勉強のところでは臨床推論

と言いますか、アセスメント能力を高めたりと

か、そういったことがまず1つの基礎能力とし

て高いっていうところが1つあるかなと思いま

す。病棟全体の看護とか臨床推論っていうかア

セスメント能力の向上っていうことには、たぶ

ん、寄与してもらえるだろう・・・（看護管理

者U003）」 

「ナースの目も持っているので、生活の、退院

後の生活を見据えて今何ができるかっていう

ふうなことが、そこがやっぱり看護師の、ただ

の治療とかそういうだけじゃなくて、いいとこ

ろかなっていうふうに思ってる（看護管理者L

019）」 

 

２．３ 【組織のニーズに対する特定行為研修

修了者活用の必要性】 

 医師の業務負担や患者のニーズに対応する

ために組織で特定行為研修修了者を活用する

必要性に関する内容が抽出された。サブカテゴ

リーは5つあり、＜医師不足とそれに伴う医師
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の過度な業務負担＞＜医師不在時でも患者に

タイムリーな処置やケアを提供する必要性＞

＜組織における特定行為研修修了者活用のニ

ーズの把握＞＜医師の数が充足している状況

における特定行為研修修了者活用のニーズ＞

＜特定行為研修修了者の受講した特定行為区

分と配置部署の入院患者のニーズとの一致＞

である。以下に具体的な語りを示す。 

「・・・結果の話なんですけど、医師の働き方

改革の一助を担っていれば、それはそれでいい

のかな・・・・夜中でも何でも、今まで医師に

電話をして、こうですか、ああですか、じゃな

くて包括的支持の中でそれをしっかり判断で

きる人がいる。（看護管理者G006）」」 

「特定行為に関しては置かれてる環境の要因

が多過ぎて、自分がいる環境の中で一番何がで

きるのか、みたいなのは考えないと埋もれちゃ

うというか。病院ごととか施設ごとによって全

然違うのかなって思います・・・（施設管理者

F109）」 

 

２．４ 【特定行為研修制度及び修了者に対す

る理解】 

 医師や看護管理者を含む多職種が特定行為

研修制度や修了者の活動について理解するこ

とに関する内容が抽出された。サブカテゴリー

は5つあり、＜特定行為研修制度に対する看護

管理者の理解＞＜特定行為研修制度に対する

医師の理解＞＜特定行為研修修了者を効果的

に活用した事例の見聞＞＜特定行為研修修了

者と協働した経験＞＜特定行為研修修了者に

対する多職種の信用＞である。以下に具体的な

語りを示す。 

「特定行為看護師がこれだけいて活動してま

すよっていうことを周知はしていますけど、な

かなか先生方に伝わるのは結構難しくてです

ね。なかなか待っていても依頼が来ないとか、

先生方からの指示がもらえないとか、そういう

ことも多々ありましたので（看護管理者U008）」 

「・・・（特定行為の）実績を積んで、やっぱ

り症例数を実際に見てもらってということで

す。口で説明しても、なかなか信頼はしてもら

えないので、実際に手技を見てもらって。その

中で、少しずつ慣れていってもらった部分が大

きいと思います。（施設管理者D114）」 

 

２．５ 【組織の機能に応じて特定行為研修修

了者を配置する構想】 

 特定行為研修修了者を組織の機能に応じて

配置する構想に関する内容が抽出された。サブ

カテゴリーは5つあり、＜特定行為研修修了者

をすべての病棟に配置する構想＞＜特定行為

研修修了者を病棟の各勤務帯に配置する構想

＞＜特定行為研修修了者を特定の機能を有す

る病棟に配置する構想＞＜特定行為研修修了

者の組織横断的な活用の構想＞＜患者のニー

ズに合わせた特定行為研修修了者の配置調整

＞が含まれる。以下に具体的な語りを示す。 

「病院全体に、ある程度多くのナースステーシ

ョンに特定行為のナースが常駐しているとい

う状況をできるだけ作りたいと思っているの

で、まだまだ増やしていく必要があるのかなと

思ってますし。（施設管理者O111）」 

「当院の特定看護師は、基本的には看護スタッ

フとして通常の看護業務に従事しております

ので、その中で活動日というか、対象者がいる

ときに活動するという考えで動いています。

（看護管理者A001）」 
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２．６ 【特定行為研修修了者の配置を組織で

最適化するための方策】 

 特定行為研修修了者を組織での配置を最適

化して、効果的に活用ための具体的な方策に関

する内容が抽出された。サブカテゴリーは6つ

あり、＜特定行為研修修了者どうしの相乗効果

を期待した複数配置＞＜特定行為研修修了者

が特定行為を実践できる勤務の調整＞＜特定

行為研修修了者の院内における位置づけを調

整＞＜特定行為研修修了者の導入初期におけ

る少ない人数に合わせた活動＞＜特定行為研

修修了後に医療チームの一員として貢献が期

待できる人材の見極め＞＜特定行為研修修了

者とＮＰ（診療看護師）の院内における役割分

担＞が含まれる。以下に具体的な語りを示す。 

「大きな集団の中に1人だけいると、何か役割

を発揮できないというふうに、申し訳ないんで

すけど特定の人たち思ってて、複数いたほうが

いろいろ話し合いながら、いろいろできるんじ

ゃないかなというふうに思って、複数配置して

いるところがあります（看護管理者B004）。」 

「今、心臓外科を中心にしてやっている。今、

褥瘡を中心にしてやってるという。人数が少な

いこともあって、また歴史が浅いこともあって

限定的な範囲で特定行為をやってもらってる

（施設管理者R110）」 

 

２．７ 【特定行為研修修了者を活用すること

による効果を実感】 

 特定行為研修修了者を組織で活用し、医師の

負担軽減や患者への良質なケアの提供などの

効果を実感することに関する内容が抽出され

た。サブカテゴリーは5つあり、＜医師とのコ

ミュニケーションの円滑化を実感＞＜医師か

ら特定行為研修修了者へのタスクシフト推進

を実感＞＜患者にタイムリーな処置ができる

ようになることを実感＞＜患者の状態に応じ

たきめ細やかな処置ができるようになること

を実感＞＜患者への予測的な対応ができるよ

うになることを実感＞が含まれる。以下に具体

的な語りを示す。 

「心臓外科医からは手術に集中できる。ICU管

理をある程度任せられる。抜管するときに先手

を打ってウィニングの処理を進めてくれてる

ので、安全に時間どおり計画的に抜管できる。

また、病棟に出た患者さんの例えばNPPVのトラ

ブルとかに関しても、従来は手術室に心臓外科

の手術室に電話かかってきたのがかからなく

なって、知らない間に特定看護師が解決してく

れてる。（施設管理者R101）」 

「創傷管理の特定看護師が毎日のようにベッ

ドサイドに行ってこまめにデブリすることで、

深くもなくちょうどいい深さで褥瘡管理がで

きて、従来深めの手こずる褥瘡がいたわけです

けども、そのような人がいなくなった。（施設

管理者R105）」 

 

２．８ 【特定行為研修修了者を活用するため

の環境整備】 

 特定行為研修修了者を組織で活用するため

のフォロー体制や待遇面などの環境整備に関

する内容が抽出された。サブカテゴリーは8つ

あり、＜特定行為研修修了者が特定行為を実践

するための組織での取り組み＞＜特定行為研

修修了者の特定行為に関する手技の維持・向上

に配慮した業務調整＞＜特定行為研修修了者

が独り立ちするまでのフォロー体制の整備＞
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＜特定行為研修修了者の独り立ちした後のフ

ォロー体制の整備＞＜特定行為研修修了者の

独り立ちの基準の設定＞＜特定行為研修に看

護師を送り出せる病棟の人員配置＞＜特定行

為研修受講者への研修期間の経済的サポート

＞＜特定行為研修修了者の待遇整備＞が含ま

れる。以下に具体的な語りを示す。 

「修了者は修了してすぐでしたらもう何年か

指導医の許可さえもらえればすぐに実践可っ

ていうそういう対応にしていますので、・・・

フローを明確にしていることと。それから、実

践ができるようにさえなれば、こういうフリー

な日にちをもらって、曜日をもらって実践でき

るようにしているっていうことをしています。

（看護管理者U047)」 

「特定行為の資格を持ってるナースのインセ

ンティブっていうようなものが、今全然ないん

ですよね。やはりそういう資格を持ってるナー

スは、何らかのインセンティブがあってもいい

のかなっていうのは少し感じていますが、具体

的にはまだちょっとそういうところは手を付

けられていません。（施設管理者O113）」 

 

D. 考察 

 本調査では、特定行為研修修了者を活用して

いる組織の施設管理者と看護管理者を対象に

インタビューし、修了者の複数配置および効果

的な活用への影響要因を明らかにした。 

 

１．本研究の対象者について 

本研究の対象者には多様な機能、および多様

な病床数の施設管理者と看護管理者が含まれ

ており、特定行為研修修了者の複数配置への影

響要因を広く検討することができたと考えら

れる。 

一方で、本研究では修了者の複数配置に関す

る促進要因と阻害要因を検討するため、対象を

それぞれに分けてインタビューを行ったが、阻

害要因として設定した施設の対象者が少なく、

施設管理者についてはいなかった。これは、修

了者を実際に複数配置している施設では、特定

行為研修制度や修了者に対する理解が進んで

いる可能性のほか、今後も積極的に修了者を配

置し、活用していきたいと考えている施設の管

理者が研究に参加した可能性もある。 

 

２．特定行為研修修了者を組織に複数配置する

ための土台 

修了者を組織で複数配置するためには、組織

として修了者を受け入れができる土台が必要

である。抽出されたカテゴリー【組織における

特定行為研修修了者の活躍への期待】【組織の

ニーズに対する特定行為研修修了者活用の必

要性】【特定行為研修制度及び修了者に対する

理解】はそれぞれ修了者を複数配置するための

環境的な要因を示すと考えられる。これら3つ

の要因について以下に考察する。 

第一に、修了者を組織で配置を推進するため

には、特定行為研修制度や修了者に関心をもち、

修了者の活用によって組織にもたらされ得る

効果を期待することが影響要因として考えら

れる。自組織で修了者を活用することによって

得られる効果を想定することは、組織に合わせ

た配置方策の検討や配置後の適切な評価にも

つながると考えられる。 

第二に、組織のニーズを見極め、修了者を活

用することの必要性を見出すことが影響要因

として考えられる。インタビューでも特定行為
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研修修了者を育成したものの、医師の充足や特

定行為区分と入院患者のニーズの不一致によ

り効果的な活用が阻害されたことが語られた。

また、ニーズを見出したとしても修了者をどれ

くらいの人数配置をするかといった適正な配

置数については課題として語られていた。それ

ゆえ、組織におけるニーズを事前にアセスメン

トすることが必要であり、これによってどのよ

うな配置を行うかといった構想に繋がると考

えられる。 

第三に、特定行為研修制度そのものを看護管

理者や医師が理解すること、そして既に配置し

ている修了者の活動状況を理解することが影

響要因として考えられる。インタビューでは、

修了者の導入の際に他院での特定行為研修修

了者の効果的な活用が、自組織で活用すること

の後押しとなったことが語られており、事例と

して活用方法を知ることが配置を促進する一

要因となり得る可能性がある。一方で、修了者

の導入に際し医師の理解が十分に得られない

ことや、導入したとしても医師を含む多職種か

らの信用が得られにくいことも語られており、

修了者の受け入れを促進するためには継続し

た活動内容の周知や活動実績の積み重ねが欠

かせない。 

 

３．組織での特定研修修了者の活動に関する周

知 

特定行為研修修了者を複数配置するために

は、配置する土台を築いたうえで、修了者の活

動を周知することが欠かせない。抽出されたカ

テゴリー【特定行為研修修了者の活動を周知】

は、看護職や医師、放射線技師などの多職種や

患者への周知に関する内容である。特に看護管

理者や診療科長を含むステークホルダーへの

アプローチは修了者の活動を組織の中で拡大

するためには不可欠な要因であると考えられ

る。インタビューでは、院内の会議で修了者の

活動内容や活動実績を定期的に報告している

ことが語られ、その報告自体を修了者自身が行

っている施設が複数確認された。修了者自身が

活動内容や実績を報告することで、互いに顔の

見える存在となり、より安心感を与えることに

つながる可能性がある。 

また、周知の対象は院内のスタッフに限らず、

患者やその家族も含まれることが明らかとな

った。具体的な周知方法については、組織で修

了者が活動していることをポスターやユニフ

ォームによって明確に分かるように示すこと

が語られた。これらの周知活動は、修了者の配

置方法や活用プロセスに関わらず実施されて

おり、修了者の配置には不可欠な要因であるこ

とが考えられる。一方で、周知の対象が多様で

あるために、対象に合わせた効果的な周知方法

を検討することも必要であると考えられる。 

 

４．特定行為研修修了者の配置方策 

複数の特定行為研修修了者を効果的に配置

するためには、自組織の機能に応じて効果的に

活用するための配置・活用構想が必要である。

抽出されたカテゴリー【組織の機能に応じて特

定行為研修修了者を配置する構想】【特定行為

研修修了者の配置を組織で最適化するための

方策】は、修了者を組織でどのように配置し活

用するかを示すと考えられる。 

 インタビューの結果から修了者の配置・活用

には、院内全ての病棟への配置、特定の機能を

有する病棟への配置、特定の病棟には所属せず
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組織横断的に活用といった構想があることが

明らかとなった。鶴田ら（2006）の専門看護師

の活用に関する研究においても、組織としての

活用計画の必要性を指摘しており、特定行為研

修修了者の配置・活用においても同様に関する

構想をもつことは、複数配置への促進要因とし

て考えられる。一方で、当初の構想通りに配置

したものの実際には病棟のニーズと一致しな

いという課題も語られた。修了者を活用する前

に、まずは院内でのニーズを慎重に評価するこ

とが重要であるが、改めて院内のニーズを評価

し修了者の配置を調整することも必要である。 

 

５．特定行為研修修了者活用の焦点化 

 修了者が手順書による確実な特定行為の実

施を基礎として、将来的な包括的患者マネジメ

ントに向けた環境整備が必要であると考えら

れる。抽出されたカテゴリー【特定行為研修修

了者を活用することによる効果を実感】【特定

行為研修修了者を活用するための環境整備】は

修了者の効果的な活用に関する影響要因とし

て考えられる。 

 修了者の活用のためには、実際に自組織に導

入した修了者を活用することによる医師との

コミュニケーションが改善したり、患者へのタ

イムリーな処置ができるようになったことを、

医師や看護師、看護管理者など周囲のスタッフ

が実感することが有効である可能性がある。特

に修了者の導入初期では多くの施設では少人

数の配置から始まることが予測されるため、自

組織に合わせた活用ができているか定期的に

評価する必要があると考えられる。一方で、イ

ンタビューのなかでは効果を実感できていな

いことも語られている。そのため、修了者の活

用によって期待される効果をあらかじめ予測

し、それに合わせた活用と評価が必要であると

考えられる。 

 また、修了者が自律的に包括的な患者マネジ

メントを行うためには、特定行為を実践するた

めの業務調整やフォロー体制の整備も必要で

ある。特に、特定行為の手技や技術の維持・向

上の必要性が語られており、これらは複数配置

をするうえでの課題であると考えられる。この

ほか、研修生を送り出すための看護人員配置や

待遇の整備といった課題も語られており、修了

者の活用推進には組織としての取り組みが欠

かせない。 

 

E. 結論 

特定行為研修修了者を配置し、活用している

組織の施設管理者および看護管理者を対象に

インタビュー調査を実施し、修了者を複数配置

するための影響要因を明らかにすることがで

きた。これらは、今後増えることが予測される

修了者の組織での効果的な配置を考える際に

貴重な資料となる。また、修了者の活用には組

織でのニーズを見極めたうえで、修了者の配置

構想を描き、修了者を受け入れる土台を整える

必要性が示された。修了者が高度実践看護師と

して、患者の包括的マネジメントに力を最大限

発揮できるような方策が求められる。 

 

F. 健康危機情報 

なし 

G. 研究発表 

なし 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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表１ インタビュー対象者の属性 

施設管理者対象 n=8 看護管理者対象 n=13 

職位 

 院長 

 診療科部長 

 

７ 

１ 

職位 

 看護部長 

 副看護部長 

 主任（診療看護師） 

 副主任（修了者） 

 

10 

１ 

１ 

１ 

病院類型 

 特定機能病院 

 地域医療支援病院 

 一般病院 

 

２ 

２ 

４ 

病院類型 

 特定機能病院 

 地域医療支援病院 

 一般病院 

 

３ 

３ 

７ 

病床数 

 1000床以上 

 500～999 

  300～499 

  100～299 

 

２ 

２ 

３ 

１ 

病床数 

 1000床以上 

 500～999 

  300～499 

  100～299 

 

２ 

４ 

５ 

２ 

促進要因に関する質問をした施設数 

阻害要因に関する質問をした施設数 

８ 

０ 

促進要因に関する質問をした施設数 

阻害要因に関する質問をした施設数 

11 

２ 
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表 2 特定行為研修修了者の複数配置への影響要因 

1 特定行為研修修了者の活動を周知 

 1-1 特定行為研修修了者の活動状況を多職種のステークホルダーに周知 

 1-2 特定行為研修修了者の活動状況を看護師長やスタッフ看護師に周知 

 1-3 特定行為研修修了者の活動を患者を含む院内にいる人全員に周知 

 1-4 特定行為研修修了者の活用を病院の方針として病院スタッフに周知 

２ 特定行為研修修了者の活躍への期待 

 2-1 スタッフ看護師への教育効果に関する組織からの期待 

 2-2 スタッフ看護師の身近なロールモデルとなることへの組織からの期待 

 2-3 看護師が専門性の高い職種として役割拡大することに関する組織からの期待 

 2-4 看護師が専門性の高い職種として成長することに関する組織からの期待 

 2-5  特定行為研修修了者を活用した時の有効性に関する医師の関心 

3 組織のニーズに対する特定行為研修修了者活用の必要性 

 3-1 医師不足とそれに伴う医師の過度な業務負担 

 3-2 医師不在時でも患者にタイムリーな処置やケアを提供する必要性 

 3-3 組織における特定行為研修修了者活用のニーズの把握 

 3-4 医師の数が充足している状況における特定行為研修修了者活用のニーズ 

 3-5 特定行為研修修了者の受講した特定行為区分と配置部署の入院患者のニーズとの一致 

4 特定行為研修制度及び修了者に対する理解 

 4-1 特定行為研修制度に対する看護管理者の理解 

 4-2 特定行為研修制度に対する医師の理解 

 4-3 特定行為研修修了者を効果的に活用した事例の見聞 

 4-4 特定行為研修修了者と協働した経験 

 4-5 特定行為研修修了者に対する多職種の信用 

5 組織の機能に応じて特定行為研修修了者を配置する構想 

 5-1 特定行為研修修了者をすべての病棟に配置する構想 

 5-2 特定行為研修修了者を病棟の各勤務帯に配置する構想 

 5-3 特定行為研修修了者を特定の機能を有する病棟に配置する構想 

 5-4 特定行為研修修了者の組織横断的な活用の構想 

 5-5 患者のニーズに合わせた特定行為研修修了者の配置調整 

6 特定行為研修修了者の配置を組織で最適化するための方策 

 6-1 特定行為研修修了者どうしの相乗効果を期待した複数配置 

 6-2 特定行為研修修了者が特定行為を実践できる勤務の調整 

 6-3 特定行為研修修了者の院内における位置づけを調整 

 6-4 特定行為研修修了者の導入初期における少ない人数に合わせた活動 

 6-5 特定行為研修修了後に医療チームの一員として貢献が期待できる人材の見極め 

 6-6 特定行為研修修了者とＮＰ（診療看護師）の院内における役割分担 

7 特定行為研修修了者を活用することによる効果を実感 

 7-1 医師とのコミュニケーションの円滑化を実感 

 7-2 医師から特定行為研修修了者へのタスクシフト推進を実感 

 7-3 患者にタイムリーな処置ができるようになることを実感 

 7-4 患者の状態に応じたきめ細やかな処置ができるようになることを実感 

 7-5 患者への予測的な対応ができるようになることを実感 

8 特定行為研修修了者を活用するための環境整備 

 8-1 特定行為研修修了者が特定行為を実践するための組織での取り組み 

 8-2 特定行為研修修了者の特定行為に関する手技の維持・向上に配慮した業務調整 

 8-3 特定行為研修修了者が独り立ちするまでのフォロー体制の整備 

 8-5 特定行為研修修了者の独り立ちした後のフォロー体制の整備 

 8-4 特定行為研修修了者の独り立ちの基準の設定 

 8-6 特定行為研修に看護師を送り出せる病棟の人員配置 

 8-7 特定行為研修受講者への研修期間の経済的サポート 

 8-8 特定行為研修修了者の待遇整備 

 




